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　第1 報 で は ヒ エ 種子 の 発芽適 温 は 約 35 ℃ で あ り． 40 ℃ fO
’
よ び 10 ℃ で も発芽が可能 ぽ こ と 、

中 茎 が著 し く伸長す る の で 10 〜 15 　 em の 深播 さ で も出芽 し、し た が っ て 乾燥時 に は 深 潘 き が 可能

で あ り、また湛 水状態 で も発芽生 育す る な ど、 比較的悪条件下 で も栽培 で き る 可能性 の あ る こ と を

報告 し た 。

　飼料作 物 と して 青刈利用 す る 場 合に は 穀実 を 目的 とす る 場 合 よ りも栽培で き る 巾が広 い の で t 本

報 で は 播種期 と生 育 、 収量 君 よび生育期間 な ど との 関係 を 明 らか に し よ う と し た 。

　 1　 ポ ッ ト試験

　白 ヒ エ 、赤 ヒ エ お よ び 飛騨 ヒ エ の 3 品種 を供試 し 、
4 月 26 日 に 第 1 回播 艟を行 な い

、 以後 1 カ

月毎に 8 月 26 日まで 5 ［viic わ た っ て 播種 を 行 な っ た 。 1 ／ 2000a ワ グ ナ
ーポ ・

ソ トを 用 い 、 1

区 4 ポ ッ ト tlit ッ ト 5 本 植 で 栽培 し た 卩 施肥 量 は 10 − 7 − 8 複合化成 肥 料 を基 肥 と して 1 ポ ッ

ト当 り5g （成分量 11 ）− 7 − 8 罅／ 10a ）．生 育の 中 期 に 史 に 59 追 肥 し た。収穫は 品極別 に
、

供試個体 数 の 1 ／ 2 以 t が 出 穂 し た 日 に 行 な ・〕 だ“

　草 丈 ：刈収 り時 に 薦 け る草 丈彳ま表 10C 示 す よ うに 白 ヒ エ が 最 も高 く 、 4 月膰種 区 で 160cm 、飛

騨 ヒ エ が 141 ・ cm で 最 も低 く 、 赤 ヒ エ は 両者の ほ ぼ 中 間で あ っ た
．

4 月ies種 区 の 草 丈が 最 も高 く・

5 月お よ び 6 月播種 区 の 草丈に は 大 差が な く 、 7 月隔種区 は や や 低か っ た 。 8 月播種区 の 草丈は 著

し く 低 か っ た が 、 こ れ は 台風 20 号 の 被害 に よ る と こ ろ が大 き い と考 え られ る 。刈 取 り時 の 草 丈を

生育 日 数 で 除 し た 1 日当 りの 生長量 は 4 月播塵 区 と 5 月播 陲区 と の 間 に は 差 は 見 られ な か っ た が 、

6 月か ら 7 月に か け て 増加 し 、 7 月 幡種 区で は 1H の 生 長量 は 3 翩 に 近 か っ た。

　主 稈葉数お よび出葉速度 ：主稈葉 数は 白 匕 工 が最 も多 く
・ 赤 ヒ エ は や や少 な か っ た ・ そ し て 3 品

厘 と も4 月播 種区 の 主桿 葉数 が最 も多 く
、 播種期 が 遅 れ る に っ れ て 主稈葉 数 が減少 し た 。

1 週 問毎

に 調査 し た 主桿 葉数 と播種 後 の 日数 との 間 に ほ ぼ 直線関係が 見 られ た の で b 両者の 間の 回帰方程式

を求 め た 。 回帰係数 の 大 き さが出葉速 度を示 す と考え られ る の で
、 こ の 回 帰係数 で 出葉速度を 比 較

する と 、 表 1 に 示す ご と く 臼 ヒ エ と赤 ヒ エ ；C は 差 は 見 られ な か っ た が 、飛弾 ヒ エ の 出葉速 度が最 も

早か っ た 。 ま た 播陲期別 に 見る と s4 月播極 か ら 7 月播塵 へ と出 葉速 度が 早 く な り、 8 月播種 区 で
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表 1　 播種期 と草丈。分げつ 数 お よ び主稈 葉数

．

種期
1

項 目 4 月 26 日 5 月 26 日 6 月 26 日 7 月 26 日 8 月 26 日

品 種
1 一一冖一

白　ヒ エ 160 ，0 124 ．8 128 ，9 111 ．5 5L9
刈取 り時 の 草丈

赤 ヒ エ 141 ．4 117 」 110 ．3 109 ．4 4U ．4
（‘の

飛騨 ヒ エ 150 ，0 102 ．8 106 ，4 100 ，7 43 ．4
一｝1

白　ヒ エ 1．63 1．63 2」 1 2．79 L40
1 日 当 りの 伸長量

赤　ヒ エ 1．83 1．67 2．08 2、96 1．12
（‘π ）

飛騨 ヒ エ 1．70 1．56 2．09 2．88 1．24

白　 匕 工 o．9 1．1 O．4 1．3

一

〇

分　げ　っ 数
赤 ヒ エ 1，2 2．2 L8 U．6 U．3

（本 ）
飛騨 ヒ エ 1．0 1．2 O．6 o．9 0

白　ヒ エ 20 ．8 18 ．5 18 ．6 16 ．6 11 ．1
主　稈　葉 数

1 赤 ヒ エ 17 ．9 16 ，0 14 ，4 15 ．0 9．8
（枚 ）i
＿一一凵

飛騨 匕 工 2i ，1 182 16 ．7
…

15gL 10 ．9
一一． 一一一『 一

出　 葉 　 速 度

…臼 ヒ エ

1
02270 ．232

　 　 　 旨

0．301 0．4201
．
　 0．340
F

赤 ヒ エ 0．2380 ．246 O．289 O．419 0．303
（日 ） 1

飛騨 ヒ エ 0．2770 ．295 U・3601O ．532 0．372

表 2 　 播種期 と出穂 ま で の 日数 お よび出穂 日数短縮率

一一一．

　 項　　　　　目
　 種期

品種

4 月 26 日

一
5 月 26El6 月 26 日 7 月 26 日 18 月 26 日

出穂 ま で の 日数

　 　 　 　 （日 ）

白　 ヒ　エ

赤 匕 工

飛騨 ヒ ェ

97 ．3

79 ，1

81 ユ

76 ，9

68 ．6

65 ，8

60 ．0　　 　　 39 ．6

522 　 　 　 　 36 、9

5U ．0　 　 　 　 34 ，5

36 ．4

35 ．4

33 ．6

出穂 日 数 短縮函

臼　ヒ エ 一 21 ．0 38 ．3　　　 59 ，3 62 ，6
出穂 日数短縮率

　 　 　　 　　 　　 　赤 ヒ エ

　 　 　　 　 （％ ）

　 　 　　 　　 　　 　飛 騨 ヒ エ

＿ ⊥ 1：：：
34 ．0

38 ．3

53 ．4 　　　　55 ．2

57 ．5 　 　 　58 ．6
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は 低下 し た 。 そ し て 7 月 播 種 区 の 出葉 速度は 4 月播 種 区 の 約 2 倍 で あ り、
7 月播種区 の 飛騨 ヒ エ の

回帰係 数は O．53 で あ るか ら約 2 日 で 1 葉出現 し た こ とに な ろ 。

　出穂 までの 日数 ：播種 か ら出穂 ま で の 日数は表 2 に 示すご と く 、 赤 ヒ エ と飛騨 ヒ エ と の 間ac は 大

差は 見 られ なか っ た が
、 白 ヒ エ は い ず れ の 播種期 に お い て も出穂 ま で の 日数 が長 く、 3品 種中 で は

最 も晩生 で あ っ た
。

ま た 3 品種 と も膰種期が遅 くな るに っ れ て 出穂 ま で の 日数は 短 く な り、特 ic　7

月 h
’
よ び 8 月播種 区 に お い て は 播種 か ら出穂 ま で の 日数 は 34 − 40 日 と短 く s4 月播種 区 の 1 ／

2以 下で あ っ t：。膰 種期 が 1 ヵ 月遅 れ る こ とOC よ る 出穂期 の 促進 を出穂 日 数短縮率 とす る と、3 品

種中 で は 白 ヒ エ の 短 縮率が 最 も大 き く、 赤 ヒ エ は 最も小 さ か っ た。し た が o て 感光性 の 程度 は 白 ヒ

エ が 最 も高 く、飛騨 ヒ エ
、 赤 ヒ エ の 順 で あ り た 。

　分 げっ 数 ：分げ っ 数 は 表 】 に 示 す ご と く極め て 少 な く 、 3品 種 中 で は 赤 ヒ エ が やや多か っ た が h

それ で も 5 月播種区 の 2．2 本 が 最高 で あ っ た 。

　生 草収 量 ：生 草収量 を 1 区 4 ポ ッ ト、 20 個 体 当 りの 生 草 重 で 示す と （図 1 ）、 4 月潘 種 区 を 除

い て は い ず れ も白 ヒ エ が最 も多 く 、 飛騨 ヒ エ が最 も少 な か っ た 。 播 種期 別 に 見 る と、4 月 か ら 8 月

へ と播種期 が遅れ る に っ れ て生草収量は 減少 する傾向に あ っ たが 、 5 月 、 6 月 fO
一
よび 7 月播種区 の

間 「こ は 大差 は 見 らn ず
、

4 月播種 区 の 収量 の 55 〜 60 ％ で あ っ た。 置 a 当 りの 生 草生 産量 （図 2 ）

は 7 月潘磧 区 に お い て 最 も 高 く 、 4 月 と 6 月播 種区 は 大差 な く
、

5 月潘 種区 は や や 低か っ た 。
5 月

播橦 の lti 当 りの 生 舷 最 が 低か っ た の は 、
お そ ら く 生育 の 最 も盛 ん な時 期 が ち よ う ど梅雨期 te当 り、

日照 不足 や 低温、施 し た 追 肥 の 流亡 な どの 影ag　fC よ る もの と考 え ら れ る 。 ま た 8 月播 種区 の 生産量

は い ち じ る し く低い が 、 こ れ は播種期が遅い こ と以外 に 台風 の 影響 に よる もの と考 1 られ る。

　 2 ・0

生 1 ．6

草 1 ． 2

収 0 ．8

量 0 ．4

（kg ）

　　　4／26 　5／26 　6／26 　7／26 　8／26

　　　　 播 　櫨 　期 　 （月／ 日 ）

図 1． 描 橦 期 と生 草収 量 との 閾係

　　　　（ 1 区 20 個 体 当 りk9 ）

　 　 30
日

生
当

草 20
り

生
の
　 産 IQ

　 量

（9 ）

．，
’r，「，’「r ．． 鹽嚇
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「、　，．　「　，「「，，斷「　．　「，「　．　．■・’　　　　　 荊　　　　　　　　　　　　　　幽

　　　4／265 ／266 ／267 ／268 ／26

　　　 播 橦 期 （月 ／ 日 ）

図 2． 播種期 と 1 日 当 りの 生 草

　　　 生 産量 （ 1 区 20 個 体 当

　　　　り y ）
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　品種別 に 見 る と 4 月播陲区 と 5 月以降の 播種区 で は 全 く逆の 傾 向 を示 し 、 4 月播傾区 で は 早生 系

の 飛騨 ヒ エ の 生 産量 が高 い の 9C対 し て 5 月以降 の 幡種 区 で は 晩 生 系 の 白 ヒ エ の 生産量 が 高 か っ た 。

こ の 点 は 更iC 確 か め る必 要 は あ る が
、 膰 種時期 に 応 じ て 品 種 の 早晩 を考慮 す る必要 の あ る こ とを示

唆 し て い る もの と考え られ る
。

　家畜 の 飼料 として は 単 OC 生産収量 が多い だ け で な く 、 栄養 価 の 高い 葉身比率や乾物率な どが 問題

と なる。 葉身重 や 乾物重 は 生 草収量 と ほ ぼ 同様 の 傾 向を示 し 、 生草収量 の 高 い 区 は 葉 身重 や乾物重

も高か っ た が 、 生草重 に 対 す る 藁身重 の 割合は 臼 ヒ エ よ り も赤 ヒ エ rsよ び飛騨 ヒ エ に お い て 高 い 傾

向ecあ り、i 出 葉速 度 が 最 も早く 、 主 稈葉 数 の 比較的多い 飛騨 ヒ エ filftlい て 最 も高 か っ た。乾物率は

生草収量 と ほ ぼ同じ傾 向を示 した v

　 fl　 圃場試験

　広学 附属美 濃加 茂農場に お い て 、 1 区 20   （4 × 5m ）、 3 回反復の 乱 塊法 で 、 5 月 25 日か

らほ ぼ i5 日毎 に 8 月 25 日 ま で 6 回播種 を行 な っ た。た だ し 7 月 t 旬は 連続降雨 の た め 播 種 で き

な か っ た e 供 試品種 は 白 ヒ エ ms よ び 飛騨 ヒ エ で あ る。な お 、 こ こ で 供試 し た 白 ヒ エ は ポ ッ ト試験 に

用い た 臼 ヒ エ と は 系統 を異 に し、飛騨 ヒ エ よ りも早生系統 で あ っ た e 播種 量は 10a 当 り3kg 、 施

6生

菎

辱
　
　

　
　

　
　　
2

収

量
（
邸
OH

 
図

OOO

、
H
）

12o

＿

日

当

り80

の

生

草

生 40
産 （
且 　邸
邑 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5／25 　6／10 　6／26 　7／23 　8／1二t　8／25

播 種 期 （月／ 日 ）

図 3． 播種 期 と 牛 草 収 量 と の 関係

　　　　（ 美 濃加 茂 農場 ）

5 月 6　 月 7　 月

5／256 ／106 ／267 ／238 ／118 ／25

　　 播 種 期 （月 ／ 日 ）

図 4． 播痺期 と 1 日 当 りの 生 草

　　　 生 産 量 （美濃加茂 農 場 ）

8　月 9　 月　　 10 月

図 5． 播 種期 と生 育 日数 と の 関係
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肥 は廐肥 を 10a 当 り 5，　OOOkg 基 肥 と し て 施 し た 以外 、 化 学肥料は全 く用 い な か っ た 。 収穫 は早

生 系 の 白 ヒ エ の 穂揃期 に 同時 に 行 な っ た た め、飛弾 ヒ エ の 刈取 りは穂ば らみ 期〜出穂期で あ っ た 。

そ の 結果 は 図 3 に 示 す ご と く、 5 月 25 日播 種 区 の 生 草 収 量 が 最 も多 く、 臼 ヒ エ 4940 忽 ／ 10

a 、飛弾 ヒ エ 6015 忽 ／10a で あ っ た 。 播種期 が遅 くな る に っ れ て 収 量 は や や 低下 す る 傾 向に

あ るが 、 8 月 11 日播種区で も約 3000k9 ／10a
、

8 月 25 日播種区 で も約 2000ke ／10

a の 生草収量が得 られ た 。 な お 6 月 10 日播種 区 の 収量 は 低か っ たが 、
こ の 区は 7 月上旬の 豪雨 の

た め倒伏 が い ちじ る し く、刈取 りを 少し早 め た こ と 、 倒伏 し た 下 側の 葉が か な り枯死 し た こ とな ど

の た め に 収量 が 低 か っ た もの と考え られ る。

　 1 日 当 りの 生草生産量 （図 4 ）は 5 月 25 日 播種 区 に お い て 最 高を示 し、白 ヒ エ 約 100kg ／

10a 、飛弾 ヒ エ 約 120k9 ／ 10a で あ り、
6 月か ら 8 月上 旬播 種 の 場合は 1 日平均 60 〜 90

忽 ／ 10a の 生草 生産量 を示 した 。

　播種 か ら収穫 まで の 日 数 （ 図 5 ）は 7 月播種区 が最 も短か く 33 日 で あ っ た 。 し たが っ て 7月播

種 の 場 合に は ほ ぼ 1 ヵ 月間 で 約 3000kg ／10a の 生草収量が得 られ る こ とに な る。
ヒ エ は再生

力 が弱 い の で 、 播 種を 繰 返 さな ければ な らな い が 、 図 5 に 示 す e と く 5 月か ら 10 月 ま で の 間 に 3

回播種が可 能で あ るか ら、播種 を繰返せ ぱ約 1 万 ko／10a の 生草収量を得る こ と が で きる。
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